
大
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大
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大
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大
町
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ま
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安
曇

北
安
曇

北
安
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き
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神
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ま
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北

ア

ル

プ

ス

白

馬

連

峰

の

麓

、

仁

科

三

湖

（

木

崎

湖

、

中

綱

湖

、

青

木

湖

）

が

佇

む

風

光

明

媚

な

地

域

。

立

山

・

黒

部

ア

ル

ペ

ン

ル

ー

ト

の

玄

関

口

と

し

て

も

知

ら

れ

る

。

白

馬

村

・

小

谷

村

は

ス

キ

ー

場

が

多

く

、

パ

ウ

ダ

ー

ス

ノ

ー

の

雪

質

に

最

近

で

は

外

国

人

殺

到

。

生

の

英

語

を

習

う

な

ら

ゲ

レ

ン

デ

で

レ

ッ

ツ

ス

タ

デ

ィ

ー

！
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若

一

若

一

若

一

若

一

に

ゃ

く

い

ち

王

子

王

子

王

子

王

子

お

う

じ

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
別別別別

□□□□
県県県県

    

▼

鎮

座

 

大

町

市

大

町

二

〇

九

七 

本

殿

は

国

の

重

要

文

化

財

。

神

仏

習

合

を

今

に

残

す

「

仁

科

の

里

」

の

古

社

。

七

月

の

例

祭

に

は

十

騎

の

流

鏑

馬

と

六

台

の

舞

台

（

山

車

）

が

巡

行

。 

中中中中    

信信信信    

【【【【

仁

科

仁

科

仁

科

仁

科

に

し

な

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
県県県県

    

▼

鎮

座

 

大

町

市

平

城

九

六

七

五 

木

崎

湖

畔

、

仁

科

氏

本

城

で

あ

っ

た

森

城

址

に

鎮

座

。 

仁

科

盛

遠

公

を

御

祭

神

と

す

る

。 

  

▼

御

朱

印

対

応 

 

要

予

約

 

宮

司

在

社

時

の

み

頒

布 

 
 

携

帯

〇

九

〇

（

三

四

七

三

）

一

〇

五

四 
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王

子

王

子

王

子

王

子

お

う

じ

観

世

音

観

世

音

観

世

音

観

世

音

か

ん

ぜ

お

ん

】】】】

（

若

一

王

子

神

社

内

）    

仁

科

三

十

三

番

札

所

の

一

番

札

所

。 

観

音

堂

と

三

重

塔

は

長

野

県

宝

。 

 

▼

御

朱

印

対

応 

 

午

前

九

時

～

午

後

五

時 

社

務

所

に

て

受

付 
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ま
い
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諏

訪

諏

訪

諏

訪

諏

訪

す

わ

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
県県県県

    

▼

鎮

座

 

北

安

曇

郡

白

馬

村

北

城

五

一

四

三    

八

方

尾

根

ス

キ

ー

場

近

く

。

鎌

倉

時

代

の

創

建

と

さ

れ

、

樹

齢

千

年

の

御

神

木

が

聳

え

る

。 

   

▼

御

朱

印

対

応 

 

正

月

元

日

 

午

前

十

時

～

午

後

二

時

限

定

 

社

務

所

に

て

受

付 
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八

幡

八

幡

八

幡

八

幡

は

ち

ま

ん

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
村村村村

    

▼

鎮

座

 

北

安

曇

郡

池

田

町

池

田

三

二

〇

四    

天

正

年

間

の

創

建

と

伝

承

さ

れ

る

。

例

祭

は

九

月

二

十

三

日

・

二

十

四

日

で

、

八

台

の

舞

台

（

山

車

）

と

二

艘

の

船

が

町

内

を

廻

る

。 

 

▼

御

朱

印

対

応 

 

要

予

約

 

宮

司

常

駐

し

て

い

ま

せ

ん 

 
 
 

☎

〇

二

六

一

（

六

二

）

九

五

〇

六 

 

 

⑩⑩⑩⑩    

【【【【

大

宮

大

宮

大

宮

大

宮

お

お

み

や

諏

訪

諏

訪

諏

訪

諏

訪

す

わ

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ
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郷郷郷郷

    

▼

鎮

座

 

北

安

曇

郡

小

谷

村

大

字

中

土 

本

殿

、

長

野

県

宝

。

式

年

薙

鎌

打

ち

神

事

、

県

無

形

民

俗

文

化

財

。

例

祭

、

毎

年

八

月

最

終

日

曜

日

。

奴

踊

り

と

狂

拍

子

は

県

無

形

民

俗

文

化

財

。 

▼

御

朱

印

対

応 

 

事

前

押

印

を

社

頭

頒

布 

 

（

初

穂

料

は

賽

銭

箱

へ

） 

 


